
一緒に巡ろう馬王国・北海道
～にんじんサークル＆とかちU.M.A～



3日間で巡った経路

浦河町乗馬公園
浦河町郷土博物館
馬事資料館
軽種馬育成センター
うらかわ優駿ビレッジ
AERU

１日目 ダーレージャパン ビッグレッドファーム
優駿メモリアルパーク

２日目 軽種馬育成センター 浦河町乗馬公園
浦河町郷土博物館 馬事資料館
浦河フレンド幼稚園

３日目 ノーザンホースパーク 社台ホースクリニック
※宿泊は両日ともうらかわ優駿ビレッジAERU



Darley Japan

Godolphin



繁殖 育成 スタリオン 人材育成



繁殖



屋根付き小パドック
子馬の肢軸異常の矯正に利用

観察室
1部屋の観察室の窓から、

２つの馬房の様子が見れる

AIカメラ
研究段階ではあるが、妊娠馬の

出産タイミングの予測



ユニバーサルドナー
・輸血による拒絶反応がほとんど出ない輸血専用の馬
・ハフリンガーや半血種が多い

乳母馬
・何かしらの理由で、母馬から初乳がもらえなかったり、
育てられなくなった時に、かわりに育てる馬
・性格が穏やかな重種が一般的



育成



初期馴致を終えた2歳ごろに本州へ
移動
→その後調教/デビューが待って

いる

現役競走馬でも、夏は暑さでバテ
て身体が絞られるのを防ぐため、
北海道で調教を行うことも



・馬房内で馬装後、常歩から始まり最後に駈歩で外馬場
を走る
・1鞍45分で、1日5鞍調教
・終わるタイミングを日によって変えたりすることで、
ルーティン化を防ぐ工夫をしている



スタリオン



・大きさや肉付きだけでなく目つきや雰囲気の
違いまで感じ取れた

・きれいに見せるための歩かせ方や立ち止まら
せ方の技術がすごかった

種牡馬



人材育成



• 環境だけでなく、実際に生産/育成/調教に
関わる全ての人のレベルアップが必要

• 積極的な採用と引退競走馬を利用した、新
人教育

• 草刈りや厩務作業から学ぶ

→実際に馬と触れ合える時間は少ない

• 外国人厩務員、調教師、獣医も多い

馬を育てるのは人



ビッグ
レッド
ファーム



馬の健康のために

• 夏から冬にかけての昼夜間放牧

• 濃厚飼料を与える期間の制限



調教施設



訪れた感想・学んだこと

・競馬に詳しくなくても名前は知っていたゴールドシップに会
えて感激

・種牡馬の飼育では健康だけでなく見た目を良くすることのバ
ランスをよく考える必要があると思った

・道産子の乳母がサラブレッドを育てていたことが興味深かっ
た



軽種馬育成調教センター BTC



最もトレセンに近い調教場



施設

• 総面積：1,500 ha

• 屋内
• 1,000m直線ウッドチップ馬場
• 1,000m坂路ウッドチップ馬場
• 600mトラック砂馬場

• 屋外
• 1,600m／800mトラック砂馬場
• 1,600m／1,200m直線馬場
• 2,000m直線芝馬場
• グラス馬場
：



調教

• 約35名の調教責任者と約400名の調教師(インド人多)

→責任者のもと各チームでの調教

• 7:00-14:30に調教／サマータイムの導入

• 多い時期には1日に600-700頭が運動

• モニターやタグの利用

☆天候や季節に左右されず、

効率的な調教を行なっていた！



獣医師

• 4名の獣医師が在籍、9:00-17:00に往診等を行なっている

• 競走馬の育成期間に特有な病気
1. 消化器系

2. 呼吸器系

3. 運動器系

• 一次診療がメイン

☆競走馬には特有の病気や怪我があり、

それらに特化したプロがいた！

獣医さんが
教えてくださいました！



人材育成



人材育成

• JRAの支援を受けた

育成技術者養成事業

• 約600名の卒業生

(JRA調教師4名含む)

• 全寮制で1年間馬漬け生活
毎日複数鞍騎乗

• 60馬房の厩舎が3つ

• 800mトラック

• 角･覆･円形馬場



優駿メモリアルパーク



施設説明

・種牡馬の一般見学を行ってい
る

・敷地内には名馬たちの功績を
たたえる優駿記念館がある

・記念館内には軽食やお土産
コーナーがある

・屋外はメモリアルパークと
なっており、馬碑やオグリ
キャップの等身大馬像がたてら
れている。



卒業生の方、施設スタッフのご厚意で
インティを出してもらいました！

インティ INTI 栗毛 ２０１４年生 浦河産

2017年２月にデビュー２戦目で初勝利を挙げ、2019年1月の東海
Sで重賞初勝利を飾る。また、同年２月のフェブラリーSでは初勝利
から怒涛の７連勝でG１初勝利を飾った。

生涯成績は23戦7勝。生涯獲得賞金は3億2912万円にもなる。

強豪相手に逃げ切るスピードを持ち、サンデーサイレンスを持た
ないダートの血統であるため、種牡馬としての今後の活躍に乞うご
期待！



馬の写真撮影時の基本姿勢

出てくると同時に立ち上がり興奮した様子のインティ。
スタッフの方は落ち着いて基本姿勢をとらせていました。
種牡馬の気性の荒さに驚くと同時にプロの馬の扱い方に感動しました。



学生の声…

立ち上がるインティを落
ち着いてコントロール
プロの方の馬の扱い方を
実際に見ることで馬が暴
れた時にどう対処すれば
よいのか学べた。

普段、私が引き馬をする
際に馬との距離が近すぎ
ると振り返ることができ
たので今後に生かしてい
きたい。

観光地として売店や屋内の記念館
もあり、私たち以外にたくさんの
ファンの方たちが足を運んでいる
のを見て、競走馬の影響力を実感
しました。
競馬ファンの僕にはたまらない時
間と空間でした。

普段、扱っている和
種馬たちの大人しさ
を実感した。
記念館内には可愛ら
しいグッズも売って
いて競馬にあまり詳
しくない私でも楽し
むことができた。

一般客向けの種牡馬の公開も行っていたが、人が
近づかないように人馬の安全を配慮した工夫がさ
れていた。

貴重な経験をさせていただき、ありがとうございました。



浦河町乗馬公園



浦河町乗馬公園

町民馬術大会 乗馬教室 乗馬学習
体験乗馬

浦河町乗馬公園

浦河町が町民のために開設した乗馬施設

「5000人町民乗馬」

→町民への乗馬普及を推進



施設
• 平成元年に行われた「はなます国体馬術競技大会」の跡地を利用

• 走路、屋内馬場、パドック

• サラブレッド以外にも、半血種やアンダルシアン、ポニーなど
様々な種類の馬がいた



乗馬公園のはたらき

〔現状〕

サラブレッドの産地として有名だが乗馬施設は少ない

格安、馬の種類が様々、町営の施設として開放する

→馬と気軽に触れ合え、親しみやすい環境

→乗馬を始めるハードルが下がる

→後進の育成につながる



浦河町郷土博物館・馬資料館



施設概要

• 浦河町の郷土の歴史や自然を
学習する施設

• 旧浦河東小学校の校舎を利用

• 校舎の隣に馬資料館

• どちらも無料で入れる



展示 郷土博物館

• 1. 自然…動物剥製、樹木標本
昆虫標本、化石標本

• 2. 歴史…縄文・擦文時代の土器・石器
アイヌ民族の家屋

• 3. 漁業…浦川漁港完成後、日高における
漁業の中心地となった

• 4. 農業…現在では軽種馬生産の農家
「サラブレッドのふるさと」



展示 馬資料館
浦河町の郷土文化のうち、馬に関する展示をし
ている

1.歴史

2.民俗品や馬具

3.馬体に関する展示

→馬について様々な角度から学ぶことが出来た



博物館・資料館のはたらき

馬と結びつきの強い浦河町の歴史を知るのに最適な施設

地域の人や観光客に対して馬文化や馬に関する知識を学ぶ機会

をもたらすことが出来る



浦河フレンド
森のようちえん

～自然に囲まれた幼稚園～

デンマーク発祥の自然体験に
よる教育を取り入れ、子供たち
の心身の成長を促す。



教育の方針

・子供たちの自主性を育てる教育
→今日は何をしたいか自分たちで決めてもら
う（時間割なし）

・敷地内に森がある。
森とgive-and-takeの関係を目指す。
→後世に豊かな森をつなげる



森の中にある小屋

• ここでは木材を使って工作を

したり、料理をしたりできる。

→自然のなかでの作業は子供たちの

テンションもあがるそう



• 子供たちの遊び場となっている
だけではなく、豊かな森づくりに

貢献。

• ここには馬が放牧されている

→笹を食べることで、同じく笹を
食べるクマが寄って来なくなる。

• 馬は子供たちの乗馬にもなる。



園内の雰囲気

学年の隔たりを感じなかった

• 解放感のある園内で、歳の違う子
たちが自由に行き来していた。

• 学年の隔たりをあまり感じない。



この園で飼われている馬と子供たちが
実際に触れ合っている様子



学んだこと・感想

• やっていることは「馬を森に放牧する」という
シンプルなことであるのに、それが自然を上手
く活用して森を豊かにし、後世につなげるとい
う幼稚園側の理念に沿っていて、無駄がない。

• 馬と人との関係を考えたとき、競走馬として人
の娯楽に関わるというイメージが強かったが、
年齢層も目的も違った関わり方があることを知
れた。そして、こうした人馬の関係が他のとこ
ろでも広がっていけばよいと思った。



ノーザンホースパーク



馬ができる

ショー

乗馬馬車

ノーザンホースパークの取り組み



行動学や心理学の応用

どんな子でもできる！

ポニーショー

雄・雌、去勢の有無に

関係なく多くのポニー

が活躍



と をつなぐために

• 初めて馬に会う・・・

• 競馬好き・・・

• 馬に携わっている馬主や騎乗者・・・



初めて馬に会う人へ

• きれいでおしゃれな厩舎

• 天井を高くし、開放的な空間に

• 敷材を工夫し、気になるにおいを

軽減

厩舎



馬車・乗馬 • 馬にふれあえる

• 他の施設ではなかなかない体験



と をつなぐために

• 初めて馬に会う・・・

• 競馬好き・・・

• 馬に携わっている馬主や騎乗者・・・



競馬好きへ

• 実際の優勝トロフィーや

記念品などが見れる

• 引退した競走馬や種牡馬

に会える



馬に携わる人へ

• 馬主への接待

• →一般公開されていない場所へ

• 年に一度の当歳馬のセリ

• →普段は室内馬場。すべての敷
料を取り除き、セリ会場に

• 力を入れた騎乗者新人教育

• →『馬づくりは人づくりから』
をモットーに一流の馬に乗り、い
い馬を知るための新人教育



馬にとっての天国

床材へのこだわり

• エコリット

• ペーパー

えさへのこだわり

•個体ごとの徹底した栄養
管理

• 中間種にはえん麦を抜い
たペレット

• ヘイキューブを使用しな
い



観光客だけでなく、

馬への配慮が一流

訪れて感じたこと・学んだこと

馬を理解しようとする姿勢や熱意を組織単位

で感じた。その結果がポニーショーの成功や

強い競走馬を生み出しているのだと思う。

とくにえさのこだわりは今までの飼育経験が

活かされていた。

人気の馬は日替わりで無口があるほど人から

慕われており、ヒトとウマをつなぐ役割を大

いに果たしていると感じた。



社台
ホースクリ
ニック



外から馬を施設内に運び入れ、施設
内で馬に麻酔処置を行い、足などを
縛ります。その過程が終わってはじ
めて、手術室やCT検査室に運ばれま
す。



馬用の巨大なCT



入院中の馬の部屋

• 土や砂などを用いると、馬の蹄に詰まりや
すくなってしまう

ペーパーにすることで馬の蹄に詰まりにくく
し、馬に快適に過ごしてもらう



細胞治療センター

•ここでは、馬の血液を採取した
りして、採取した細胞を馬の治
療のために役立てるといった治
療のための研究をしている。



ホースクリニックを訪れ感じたこと

• 馬が通れるくらい大きな空間があったり、馬をそのまま乗せること
ができる手術台、また、馬が通過できるくらいの巨大なCTがあった
りと、まるで人間でいう大学病院の用に施設がとても充実していま
した。

• 馬の蹄に詰まらないような素材を用いて入院部屋を作っていること
から、本当に馬のためを思って設立されたのだということを実感で
きました

• この施設で獣医師として働きたいと私達に思わせるほど魅力的な施
設でした。



謝辞

今回の北海道合同研修の計画を立てたり、
各施設において説明してくださった卒業
生の方々、施設関係者の方々、引率して
いただいた十和田乗馬倶楽部のスタッフ
には大変お世話になりました。

この場を借りてお礼申し上げます。

これからも「にんじんサークル」および
「とかちU.M.A.」を何卒よろしくお願い申
し上げます。


